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地　区　名 
上 長 渕 区  
下 長 渕 区  
富 田 区 
芳 野 区 
沢 　 　 区  
元町2丁目区 
立 川 区 
上 郡 区 
上 後 区 
中 後 区 
上 袋 田 区  
下 袋 田 区  
下 後 区 

第５４回 作り物コンクール 
── 

奨 励 賞  
勝山商工会議所会頭賞 
福 井 新 聞 社 賞  
勝 山 市 長 賞  
奨 励 賞  
奨 励 賞  
奨 励 賞  

── 
奨 励 賞  
奨 励 賞  
奨 励 賞  
勝山地区区長会長賞 

第２３回 行燈コンクール 
奨 励 賞  
奨 励 賞  
奨 励 賞  
勝 山 市 長 賞  
中 日 新 聞 社 賞  
奨 励 賞  
奨 励 賞  
奨 励 賞  
奨 励 賞  
奨 励 賞  
勝山市議会議長賞 
勝山観光協会長賞 
奨 励 賞  

第３７回 子どもばやしコンクール 
── 

勝 山 市 長 賞  
── 

勝 山 商 工 会 議 所 会 頭 賞  
勝 山 市 議 会 議 長 賞  
勝山市子ども会育成連絡協議会長賞 
勝山左義長ばやし保存会長賞 
福 井 テ レ ビ 社 賞  
勝 山 観 光 協 会 長 賞  
勝山青年会議所理事長賞  

── 
中 日 新 聞 社 賞  
勝 山 地 区 区 長 会 長 賞  
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芳野区櫓の一番太鼓で祭りの幕が開けました

外国人のかたも飛び入り参加新炎会主催による「みんなとおはやし」

総合案内所や、市民活動センターでは多くの
かたが足を休めました

子
ど
も
ば
や
し
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
大
人
に
負
け
じ
と
「
浮
い
た
浮
い
た
！
」 作りものや行燈が各地区に並び、時代

を風刺した川柳に足をとめ見入って
いました

ド
ン
ド
焼
き
で
フ
ィ
ナ
ー
レ
。
１４
基
の
ご
神
体
に
一
斉
に
火
が

点
け
ら
れ
、
１
年
の
五
穀
豊
穣
と
鎮
火
を
祈
願
し
ま
し
た

※
伝
統
や
風
習
を
尊
重
し
、
御
神
火
の
中
に
正
月
飾
り
や

習
字
以
外
の
も
の
を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い

岸　貴之さん（埼玉県在住）
10年ぶりの左義長です

が、懐かしいの一言ですね。
子どもの頃から櫓に上って
いたので、血が騒ぎます。
昔に比べると派手になって
いますが、基本的に変わっ
てないのが良いですね。全
国に自慢できるお祭りなの
で、受け継がなければなら
ないと思っています。


